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研究成果の概要（和文）：本研究では，積雪寒冷地域の子供たちの身体活動状況や冬季間に身体活動量が低下す
るストレス状態を検討・分析することで，積雪寒冷地域特有の環境条件に適応した子供の身体活動モデルを構築
することが目的であった．調査の結果，幼稚園児では徒歩で登園する子供たちは登園後の園内生活でも身体活動
量が顕著に高い傾向が見られるなど，朝の身体活動量が一日全体の活動に影響を及ぼしていることが示唆される
結果となった．小学生を対象とした身体活動量と体格の調査では，屋外での活動が多い子供は，屋内での活動が
多い子供と比較して，体力ポイントが高いこと，ストレス状態が低いこと，冬季にローレス指数の増加が見られ
ることが明らかとなった．

研究成果の概要（英文）：In the snowy cold region, the amount of activity declines during the winter 
due to the cold, and stress is considered to be high. In this study, we investigated children's 
physical activity status and their stress in snowy cold regions. We attempted to create the physical
 activity model for the children in snowy environment.
As a result of the survey, in kindergartens, children who come to their kindergartens by walk showed
 a tendency of remarkably high amount of physical activity even in afternoon. This survey implied 
that the amount of physical activity in the morning affected the activities of the whole day in 
snowy season.
In the survey of physical activity amount and physique for elementary school students, children who 
prefer to play outdoor in winter showed higher physical fitness points, lower stress conditions, and
 fat gaining in winter season compared to the children how prefer indoor activities. Such tendency 
can not be seen in a temperate area.

研究分野：子ども学
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様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通）	

１．研究開始当初の背景 
(1) 運動習慣と学力の関係 
	 運動が認知機能を亢進することや，有酸素
能力の高い子どもでは読解力や計算能力が
高いことが海外から報告されている（Buck 
et al, 2008; Hillman et al., 2008）．また，肥
満が子どもの学業成績に悪影響を与えたと
する報告もある（Kamijo et al., 2012）．この
ように，最近では体力・運動習慣と認知機
能・学習の関連性について具体的な研究が始
まっている．本研究課題での申請者が中学生
を対象に学力と運動習慣について調査を行
った結果，子どもの運動習慣・体力は学力指
標としての成績評定に大きく影響している
ことが明らかになってきている．現在は，小
学生を対象として運動習慣と認知機能関係
の調査を計画しており，小学生や幼稚園の年
代でも同様の傾向が現れることが予想され
ている． 
(2) 北海道における低体力問題 
 北海道の自然環境には，他の都道府県には
ない豊かさがある．しかしながら，山田ほか
（2002）の調査や，神林ほか（2013）の調査
では，北海道では積雪寒冷期間に子供の身体
運動量が減少し，体力・運動能力が低下する
ことが確認された．子どもの身体活動量低下
や体力低下は，上記の学力問題と関連しなが
ら，北海道が直面する積雪寒冷期間での深刻
な問題である．「全国学力・学習状況調査」
と「全国体力・運動能力 運動習慣等調査」
における都道府県別順位では北海道は最低
レベルであることがその結果として確認で
きる． 
(3) 運動習慣とストレスの関係 
	 体育心理学の分野では運動がストレス状
態を緩和させ，ストレスに対する対応力を高
めることが報告されている（Hassemen, 
Koivula & Uutela, 2000）．また，神経学分野
では運動が不安を軽減し、活動的な人はスト
レスからの悪影響を受けにくいという報告
がある（Schoenfeld & Gould, 2013）．このよ
うに，心的ストレスに対する運動の効果は大
きいことが立証されている．しかし，幼児や
児童を対象とした運動習慣とストレスの関
係を検証した報告は少なく，特に積雪寒冷地
域における身体活動量減少との関わりにつ
いて述べられている研究はない． 
２．研究の目的 
	 上記のことから，本研究課題では，子ども
を対象とした運動習慣調査，生活状況調査を
実施し，子供達の現状を把握することが目的
の一つである．また，その結果から，積雪寒
冷期間の身体活動量とストレス状態の緩和
についての関係を検証することを目的とし
ている．そして，最終的にそこから得られた
知見を元に，幼児期・児童期の冬期間の具体
的で実践的な屋外活動のモデルを提案する
ことを目的としている．本研究は，積雪寒冷
地域における重要な問題である冬季間の身
体活動量の確保について，子どもの体力低下

への問題のみではなく，ストレスに関わる問
題として捉え，積雪寒冷地域における屋外活
動の心的ストレス負荷への影響を明らかに
することを試みるものである．本研究課題は、
積雪寒冷地域における屋外活動の実践に地
域特性を生かした発達の視座を与え，「子供
の発育における屋外、雪上および雪中での活
動の有効性」を検証し，積雪寒冷地域に対応
した具体的で実践的な新しい身体活動モデ
ルの提案を目的とする． 
３．研究の方法 
(1)	幼稚園児の登園方法と身体活動量の関
係について	
	 調査の対象園となったのは，北海道札幌市
の公立幼稚園 1 園の 4 歳児学級 30 名（男児
19 名，女児 11 名）と 5 歳児学級 30 名（男児
20 名，女児 10 名），計 60 名であった．対象
となった幼稚園の園児たちの月齢平均は男
児 71.0（標準偏差 5.6），女児 73.2（標準偏
差 6.4）であった．また，対象園児の体格（カ
ウプ指数）平均値は男児 16.2（標準偏差 2.8），
女児 15.2（標準偏差 1.4）であった．歩数に
ついては，調査・測定実施にあたっては保護
者の同意を得た上で，登園後から降園直前ま
での歩数を測定した．登園後から降園前まで
の１時間ごとの歩数と合計歩数を算出し，園
内生活での身体活動量の目安することにし
た．全員，登園後すぐに活動量計を装着し歩
数の計測を開始した．本研究では登園時（自
宅から幼稚園まで）の活動量は測定しておら
ず，園内での活動時間のみを調査の対象とし
た．調査に先立って保護者対象の質問紙調査
を実施し，園児と保護者の生活状況について
回答をしてもらった．その結果から，積雪寒
冷期間における登園方法を徒歩通園群（一部
バス利用含む）と自家用車通園群の 2 群に分
類した．登園方法を独立変数，園内生活の合
計歩数を従属変数とした．また，身体活動量
との関わりが考えられる幼児の性別を共変
量として，共分散分析（ANCOVA）により解析
した．検定における有意水準は 5%未満とした．	
(2)	積雪寒冷地域における子どもの体格の
特徴について	
	 札幌市の小学校 2 校に所属する小学生 139
名（男子 71 名、女子 68 名）を対象として，
小学校 1 年生から 6 年生まで春季と秋季の 2
回ずつ体格測定を行い身長・体重を計測した．
また，小学校 6 年生の春の時点でのローレル
指数に基づく肥満傾向と，小学校 5 年生時点
の新体力テストの総合評価基準の結果を元
に，肥満傾向児童や低体力児童の身体的発育
発達の推移の傾向を検討した．データについ
ては男女別に季節ごと（夏季・冬季）に身長・
体重の増加量と増加率を算出し，その数値を
分析することとした．	
４．研究成果	
(1)	幼稚園児の登園方法と園内活動量の関
係	
	 共分散分析を用いた解析結果を図 1に示し
た（F(1.	55)	=18.729,	p<.01）．Bonferoni



の多重比較の結果では，徒歩通園群の歩数
（n=19，平均 8560.6，標準偏差 2874.2）が，
自家用車通園群（n=39，平均 6805.3，標準偏
差 1791.4）よりも有意に多いことが示された．
調査の結果，積雪寒冷期間の登園方法は幼児
の園内での身体活動量と関わりがある可能
性が示唆された．特に，積雪寒冷期間は徒歩
での通園が夏季と比較して難しい状況が考
えられるが，その中でも歩いて登園している
園児はその後の園内でも活動量が多くなっ
ていることが確認できる結果となった．また，
登園方法ごとの園内生活における 1時間ごと
の歩数の様子を図 2 に示した．各時間での平
均値と標準偏差は表にそれぞれ示した．	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
幼稚園生活全体の流れから活動量の様子を
検討した結果，徒歩（一部バス利用含む）で
登園をしている園児に比べて，自家用車で登
園している園児は登園直後の活動量や一日
の総活動量だけではなく，午後の時間におけ
る活動量も次第に低下していく傾向にある
ことが示唆された結果となった．このことか
ら，登園方法の違いが園内生活全体での活動
と関わりがあることが示唆される結果とな
った．文部科学省が提唱する幼児期運動指針
においては，「体力・運動能力の向上」「健康
的な身体の育成」という身体に直接関わる内
容と「認知的能力の発達」という認知・学習
と関わる内容だけでなく，「意欲的な心の育
成」「社会適応力の発達」という心理面から
運動の効果が期待できるとしている．体育心
理学の分野では，運動が心理的ストレスを低
減させストレスに対する対応力を高めるこ

とが報告されており，また，神経学分野では
運動が不安を軽減することや日常で活動的
な人はストレスからの悪影響を受けにくい
という報告がある．幼児を対象とした運動習
慣や身体活動量とストレスの関係について
は中野ら（2010）が調査を行っており，身体
活動量が少ない幼児は就寝時刻が遅く，トー
タルの就寝時間も短くなることが明らかに
なった．そして，不定愁訴（疲労感やイライ
ラ）を良好な状態にするためには一日 13,000
歩ほどの身体活動量が必要であるとしてい
る．このように，心理的ストレスに対する運
動の効果は大きいことが立証されている．つ
まり，身体活動量は体力，認知機能，そして
心の育成など，様々な関わりがあり発育の過
程で重要な要素である．このように，幼児期
の生活習慣・運動習慣は、幼児の心理的発達
と身体的発達の両面を支えるだけでなく，そ
の後の人生における身体活動量の確保や体
力向上などにとっても重要であると言える．	
(2)	積雪寒冷地域における子どもの体格と
季節変動	
	 男子では，全体として冬季に体重増加量・
増加率が上昇し，逆に夏季には低下している
ことが確認された．男子の肥満傾向児童（ロ
ーレル指数 145 以上）は、標準以下の児童と
比較して，全期間を通して増加量，増加率と
もに高い値を示していた．また，肥満傾向児
童は特に夏季の増加率が高い傾向にあるこ
とが示唆される結果となった（図 3）．	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 次に,男子の体力と体重の関わりについて
は，新体力テスト総合基準 D および E の低体
力児童では，総合基準 A〜C の児童と比較し
て，季節による体重増加率の変動幅が小さい
ことが確認された（図 4）．	
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表1
登園方法 園生活での合計歩数平均 標準偏差
徒歩群 8560.6 2874.2
自家用車群 6805.3 1791.4

図1　登園方法による園内生活での身体活動量（合計歩数平均）の差
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表　登園方法ごとの園内生活での身体活動量（歩数）の様子
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図 3. 肥満傾向児童と標準以下児童の体重の季節変動 

1年夏 1年冬 2年夏 2年冬 3年夏 3年冬 4年夏 4年冬 5年夏 5年冬
A～C 6.0 6.7 4.3 7.9 4.0 8.1 3.2 6.1 3.9 7.3
D～E 5.3 6.1 5.4 7.0 5.0 7.2 4.8 6.6 4.0 5.9
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図 4. 低体力児童と標準以上児童の体重の季節変動 



	 特に，低体力児童の夏季における体重増加
量・体重増加率が、標準体力以上児童と比較
して，あまり低下していない傾向にあること
が示唆される結果となった．女子では，男子
同様に肥満傾向児童や低体力児童は全期間
で体重増加量・増加率が高い傾向にあったが，
季節による変動については大きな差が見ら
れなかった．今回の調査の結果．積雪寒冷地
域の子どもたちの季節ごとの身体発育発達
には男女差があることが確認された．特に男
子では，肥満傾向児童や低体力児童において
夏季の体重増加率の下落幅が小さく，従来は
冬季の身体活動量に課題があると考えられ
てきたことが，夏季の活動量などにも課題が
あると推察される結果となっている．そのた
め，肥満や低体力の防止には冬季と夏季それ
ぞれで季節変動を考慮した運動指導や体育
授業プログラムの設定が必要であると考え
られる．	
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